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福島工場の製品は

で生産します
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100%削減

カーボンニュートラルの取り組み

二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から、植林などの「吸収量」を差し引いて、

合計を実質ゼロにするカーボンニュートラルの取り組みが世界的に進められています。当社は

従来より省エネや CO2 削減に取り組んでおり、２０５０年のカーボンニュートラル実現に向けて

大阪府が脱炭素化を支援・促進している「脱炭素経営宣言登録制度」の事業者として２０２３年に

登録されました。今後も持続的社会の実現に向けて、さらに CO2 排出量削減につながる製品を

提供するとともに、CO2排出を抑える様々な取り組みを積極的に進めていきます。
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これまでの実績 これからの取り組み

福島工場でのグリーン電力導入

グリーン電力
グリーン電力による製品で、
お客様のカーボンニュートラルの取り組みを強力サポート
自然エネルギーを利用して発電時に温室効果ガスを発生させない「グリーン電力」を証書と

して購入することで、その収益は自然エネルギーによる発電設備の維持や拡大に活用され、

実際に「グリーン電力」を利用できなくても、自然エネルギーの普及に貢献することになります。

S A N S H I Nは２０２５年４月から、福島工場を１００％グリーン電力とすることで、

お客様とともに社会全体の環境負荷の低減を目指し、持続可能な社会の実現に向け積極的に

取り組んでいきます。
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事業所全体で２メガワットの再生可能エネルギーを生み出す

排出削減の取り組み例CO2

事業所内照明の蛍光灯からLED への変更

233.4t 94.8t

59%削減

水銀灯 LED照明

22,632t 5,646t

75%削減

高炉材 電炉材

両工場への
コージェネレーションシステムの導入

高炉材から電炉材への切り替え 溶接シールドガスのCO2 から
エルナックスガスへの切り替え

128,044t 116,648t

9%削減

コージェネなし コージェネ導入

77.9t 21.6t

72%削減

CO2溶接 エルナックスガス溶接

自然エネルギーを活用した太陽光発電システムにより、環境負荷の低減を図っています。

+ 九州支社５７kW（売電分） ＝ 合計 ２,１５２.４８kW ≒２.１MW

福島工場 １６００kW（売電分）+８９.４８kW( 自己消費分）本社工場 ２８０kW（売電分） 配送センター １２６kW（ 売電分）

上流

SCOPE３ SCOPE１ SCOPE２ SCOPE３

自社 下流

自社による直接排出 他社供給の間接排出
製品の製造や燃料の燃焼

原材料、通勤、出張、輸送、リース、廃棄物など
製品の使用、加工や廃棄、

配送や運送、リース資産など電気、熱、蒸気の使用

事業者自らによる温室効果ガスの
直接排出（燃料の燃焼、工業プロセス）

他社から供給された
電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出

Scope1、Scope2 以外の間接排出
（事業者の活動に関連する他社の排出）

太陽光発電 (売電 ) グリーン電力購入
照明交換

熱電供給

鋼材転換

資材転換

https://www.sanshinkinzoku.co.jp

JISマーク表示制度認証取得工場

https://www.sanshinkinzoku.co.jp

